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2 0 1 0 年 6 月 7 日から 1 2 日までイギリスの
ラ フ バ ラ 大 学 S c h o o l  o f  S p o r t ,  E x e r c i s e  
a n d  H e a l t h  S c i e n c e s を 訪 れ 学 術 交 流 を さ
せ て い た だ き ま し た 。 今 回 、 私 が 本 学 術 交 流
プ ロ グ ラ ム に 参 加 し よ う と 思 っ た の は 、 将 来 研
究 者 を 目 指 す も の と し て 広 い 視 野 を 持 ち た か
っ た こ と 、 世 界 的 に も 有 数 の ス ポ ー ツ 科 学 研
究 に 取 り 組 ん で い る ラ フ バ ラ 大 学 を 自 分 自 身
で 見 て み た か っ た こ と で し た 。 ３ 日 間 と 短 い 期
間 で は あ り ま し た が 、 日 常 と は 異 な り 、 多 く の
ことが初めての経験であり、大変多くの事を学
ばせていただきました。  
一 日 目 に は 、 ラ フ バ ラ 大 学 内 に あ る ス ポ ー
ツ 競 技 施 設 を 見 学 さ せ て い た だ い た 。 ラ フ バ
ラ 大 学 は ロ ン ド ン オ リ ン ピ ッ ク で の 日 本 の 事 前
合 宿 地 と し て 提 携 関 係 を 結 び 、 世 界 有 数 の ス
ポ ー ツ 施 設 を 有 し て お り 、 ま た 、 ラ フ バ ラ 大 学
は こ れ ま で に 多 く の オ リ ン ピ ッ ク 選 手 を 輩 出 し 、
イ ギ リ ス 代 表 選 手 の 練 習 拠 点 に な る な ど ス ポ
ー ツ 競 技 の 発 展 に 力を 注 い で い る こ とも あ り 、
広 大 な キ ャ ン パ ス に 各 競 技 専 門 の 屋 外 競 技
場 や 体 育 館 が 数 多 く 見 ら れ た 。 ま た 、 競 技 施
設 に は 動 作 解 析 用 の カ メ ラ が 設 置 さ れ て お り 、
研究として使用されるだけでなく解析データを
フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 競 技 力 向 上 を サ ポ ー
ト す る 体 制 が 確 立 さ れ て い る よ う で あ っ た 。 ま
た 、 研 究 室 内 に 車 い す 専 用 の ド レ ッ ド ミ ル が
設 置 さ れ て お り （ 写 真 １ ） 、 動 作 解 析 や 生 理 ・
生 化 学 的 解 析 を 行 う な ど 障 害 者 ス ポ ー ツ を 積
極的に支援する体制が見られた。               
二 日 目 に は 、 主 に 生 理 学 の 実 験 内 容 を 見
学 を 行 っ た 。 M y r a  N i m m o 先 生 の 研 究 室 で
は ヒ ト を 対 象 と し た 運 動 介 入 に よ る メ タ ボ リ ッ ク
シ ン ド ロ ー ム に 与 え る 影 響 に つ い て の 研 究 を
行 っ て お り 、 現 在 我 々 の 研 究 室 が 取 り 組 ん で
いる研究内容に近く大変興味を持って実験に
つ い て の 説 明 を 聞 か せ て い た だ い た 。 ま た 、
当 日 は 国 内 で は 見 る こ と の 出 来 な い 、 肥 満 者
を 対 象 と し た 脂 肪 組 織 の バ イ オ プ シ ー を 見 学
さ せ て い た だ き 、 我 々 が 行 っ て い る 動 物 実 験
に よ る 基 礎 的 研 究 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ
て 、 応 用 研 究 と し て 発 展 す る た め の 共 同 研 究
に取り組む切っ掛けとなればと考えている。  
三 日 目 に は 、 研 究 内 容 に つ い て 口 頭 発 表
を行った（写真 2 ）。これまで、国際学会    で
の ポ ス タ ー 発 表 の 経 験 は あ っ た が 、 英 語 で の
口頭発表は初めての経験であり大変緊張した。
質 疑 応 答 で は 、 適 切 な 回 答 が で き な か っ た が 、
発 表 後 に 運 動 免 疫 学 の 研 究 に 取 り 組 ん で お
られる M i k e  G l e e s o n 先生に直接ディスカッ
シ ョ ン さ せ て い た だ け る 機 会 が あ り 、 ア ド バ イ
スをいただくことができた。また、ラフバラ大学
の博士課程 学生の発表 を聞かせて いただき、
ネ イ テ ィ ブ な 英 語 に よ る 発 表 は 今 後 国 際 学 会
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で 発 表 す る 良 い 参 考 と な っ た 。 今 回 、 研 究 を
発 表 す る 機 会 を 与 え て い た だ き 、 自 分 自 身 の
研 究 に つ い て も 新 た な 視 点 か ら の 意 見 を 多 く
い た だ き 大 変 有 意 義 で あ っ た 。 ま た 、 研 究 内
容 の 紹 介 以 外 に も 、 ラ フ バ ラ 大 学 の 学 生 と 積
極 的 に 交 流 す る 機 会 を 持 ち 、 自 分 自 身 の 研
究 だ け で な く 異 な る 研 究 内 容 に も 非 常 に 興 味
を 示 す な ど 、 熱 心 に 研 究 に 取 り 組 む 姿 勢 を 感
じ取ることができた。今後は、今回の学術交流
プ ロ グ ラ ム の 経 験 を 生 か し て 、 英 語 に よ る コ ミ
ュニケーション能力を向上させるとともに、ラフ
バ ラ 大 学 と の 国 際 共 同 研 究 が 推 進 し て い け る
よう取り組んでいければと考えている。  
 
最後になりましたが、学術交流プログラムに
参 加 す る 機 会 を 与 え て い た だ き ま し た 早 稲 田
大 学 ス ポ ー ツ 科 学 学 術 院 彼 末 一 之 先 生 、 中
村 好 男 先 生 に 感 謝 致 し ま す 。 ま た 、 学 術 交 流
プ ロ グ ラ ム 企 画 お よ び 運 営 に 尽 力 し て い た だ
いた研究院助教・次席研究員宮下政司先生、
M y r a  N i m m o 先生をはじめとするラフバラ大
学の先生方、大学院生の皆様に心より感謝い
たします。  
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